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研究成果の概要（和文）：今日、医療安全、患者・医療者の満足度、患者アウトカム改善につながるものとして
患者参加型医療が国際的に重要視されている。患者参加型医療として、患者が自らの医療に関し理解し、治療方
針決定に主体的に参加すること、患者の視点を病院運営に反映すること等がある。本研究の結果、（１）「患者
参加型医療」の概念、定義、対象を整理することができた、（２）国内医療機関における患者諮問委員会やカル
テ閲覧等の患者参加型医療推進体制の現状と課題が示された、（３）インフォームド・コンセントや共同意思決
定プロセスを向上させるための教材を開発した。

研究成果の概要（英文）：Patient engagement is recognized as an important component of health care 
which improves patient safety, patients and healthcare providers experience, and patient outcomes.  
Patient engagement includes patients understanding their own medical care, participating in 
healthcare decisions, and reflecting patients' perspectives in hospital management.  As a result of 
this research, (1) we analyzed the concept, definition, and target of patient engagement in 
healthcare, (2) we clarified the current status and issues of the patient engagement in Japan, 
including the challenges of patient advisory committees and patients access to health record, and 
(3) we developed education materials to improve informed consent and shared decision-making 
processes.

研究分野：医療の質・安全学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果、（１）患者参加型医療に関する共通の概念と用語が示され、今後の実践や研究の推進が可能とな
る、（２）わが国における患者の診療情報アクセス体制や患者諮問委員会体制構築の推進が可能となる、（３）
インフォームド・コンセント、共同意思決定プロセスの質向上によって、患者参加型医療が発展することが期待
される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 医療が高度・複雑化し、複数の併存疾患を有する高齢患者が増加している今日、安全で質 
の高い医療を実現する重要な要素として「患者参加型医療」が国際的に注目されている。患 
者参加型医療とは、患者が医療者と協働で医療の質と安全を向上させることを意味し、参加 
様式は、治療選択決定や、セルフケアなど自分自身の医療に主体的に取り組むことから、病 
院の運営や地域、国レベルの医療政策に参加することまで、幅広い領域を含んでいる。患者参加
型医療は、患者の経験・満足度を向上させ、QOLや臨床アウトカムを改善するだけでなく、医
療専門職の職務満足度を高め、ストレスや燃えつき、離職を減らすことも示されている(1)(2)(3)。
病院レベルでは、患者の視点を病院運営や医療の質改善に反映するための患者諮問委員会
（patient advisory council）が北米では 20~30%の医療機関に設置されている(3)。一方、わが国
では「患者諮問委員会」に相当する委員会を設置している医療機関は少なく、群馬大学病院が国
立大学病院としてはじめて本年 6 月に委員会を設置したところである。欧米諸国における患者
参加型医療の先行事例や、患者諮問委員会の活動内容などを調査し、わが国の患者参加型医療推
進に活かすことは重要な課題である。 
患者参加型医療の根幹は、治療法の選択決定に患者が主体的にかかわることにある。そのため
にはインフォームド・コンセント（IC)や共同の意思決定（Shared decision making）のプロセ
スが要となるが、医療現場の IC の質や IC に関わる医療者、特に医師に対する教育は国内外と
もに満足できるものではない(4)(5)。患者参加型医療の発展方向を明らかにするとともに、治療法
決定に関する患者参加を促進するために、IC に関する教育を推進し、医療の質と安全を向上さ
せることは急務である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、医療の質と安全を向上させ、医療資源の有効活用を目指すために必要な「患
者参加型医療」の概念、定義等を整理し、国内外の現況を調査し、今後の課題を明らかにするこ
とである。さらに、患者参加型医療の根幹となる治療方針の決定に関し、IC ならびに共同意思
決定（Shared Decision Making）の教育プログラムを開発し、治療法決定プロセスの質改善を
目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）患者参加型医療の概念、定義、対象の整理 
PubMed 等のデータベースを用いた文献調査を実施した。さらに国際学会出席や国外研究者と
の面談等を通じて情報を収集した。 
（２）患者諮問委員会（patient advisory council）の実態調査 
海外の患者諮問委員会の実態に関しては、PubMed 等を用いた文献調査、国際学会出席や国外
研究者との面談等を通じて情報を収集した。国内病院における患者諮問委員会の実態に関して
は、病院機能評価認定施設（一般病院 2・3）、JCI 認定施設、特定機能病院のいずれかに該当す
る国内 1,061 施設を対象とするアンケート調査を実施した。 
（３）わが国における患者の医療への参加度 
 わが国の慢性腎臓病患者を対象とし、調査票を用いる横断的観察研究を実施した。NPO 法人腎
臓サポート協会にメールアドレスが登録された会員に、研究協力の依頼をメールで送付し、協力
する意思がある会員が web 上で回答し、腎臓サポート協会がデータを収集し、結果を研究者に提
供する。調査項目として、性別、原疾患、治療歴、患者参加度スコア（Patient Activation Measure-
13)等である。PAM13 使用にあたっては使用許諾を得た。研究実施にあたっては倫理審査の承認
を得た。 
（４）患者のカルテ閲覧に関する医療者の意識調査 
 患者が自らの健康状態、診断名、検査結果、治療内容について理解することは、患者参加型医
療を進める上で重要であり、海外では患者が自らの医療情報・カルテにアクセスできる体制が構
築されている。患者とのカルテ・診療情報の共有をすすめるうえで、医療者の意識を調査するた
め、WEB 調査によるアンケートを実施した。 
 WEB 調査会社に登録し、カルテ記載実績のある医師を対象として無記名自記式アンケート調査
を行った。アンケートでは、①回答者の属性、②カルテ閲覧に関する意識、③初診時記録や退院
サマリなどの要約、検査結果、医師の日々の診察記事、他院への紹介状などの個別項目に対する
患者閲覧の可否に関する意識、④カルテ閲覧や診療記録のコピー配布の経験の有無、⑤カルテ閲
覧や診療記録のコピー配布による患者の反応を調査した。 
（５）IC ならびに共同意思決定の教育プログラム開発 
 IC ならびに共同意思決定の概念、対象、課題等を整理するため、PubMed 等のデータベースを
用いた文献調査を実施した。また、米国医療研究質庁（Agency for Healthcare Research and 
Quality、AHRQ）の許諾を得たうえで、AHRQ の開発した IC 教育プログラムの一部の日本語訳を
作成した(6)。さらに、それらを元に、医療者を対象とする IC教材（動画）を作成した。 



 
４．研究成果 
(１）患者参加型医療の概念、定義、対象の整理 
患者参加型医療に該当する英語は、”patient participation”, “patient engagement”, 
“patient involvement”、”patient-centered care”などがある。主な定義を表１に示すが、
Carmanらが2013年に米国の医療政策専門誌である「Health affairs」に発表した論文中の定義、
すなわち「患者参加型医療とは、患者、家族、代理人、医療者が医療のさまざまなレベル、すな
わち直接の診療、病院体制の構築とガバナンス、医療政策レベルで、医療の質と安全向上のため
に積極的に協働することである」が引用されることが多い(1)。そのほかの代表的な定義を表１に
示すが、共通する要素としては、①医療に関わる様々な場面で、患者、家族、医療者が協働する
こと、②協働は、具体的な行動や組織の基本方針などにみられること、 ③患者と家族は医療チ
ームに欠かせないチームメンバーであること、④患者の健康、医療の質と安全、医療のありかた
を改善するための協働であること、が含まれている。 
患者・市民が政策立案に参加する形態は、広報などを通じた情報、パブリック・コメント、公
聴会、審議会委員など多様である。Carman らは、医療における患者参加（Patient engagement）
も、相談（consultation）、関与（involvement）、協働（partnership）の 3段階で発展すること
を示した(1)。医学研究への患者・市民参加は、英国やわが国では PPI と称され、Involvement が
Engagement より広範で上位の概念となっているが(7)、北米では Engagement の中に含まれるため
海外の論文を読む際に注意が必要であることがわかった。 
 
表１。患者参加型医療の代表的な定義 
出典 定義 
Carman 2013(1) 患者、家族、代理人、医療者が医療の様々なレベル、すなわち直接の診療、

病院体制の構築とガバナンス、医療政策レベルで、医療の質と安全向上の
ために積極的に協働すること 

Maurer M, AHRQ 
2012(8) 

患者、家族、医療者の一連の行動と組織の一連の方針と手順であり、患者と
家族を医療チームのアクティブ・メンバーに含め、また、医療者・医療組織
との協力的関係を促進するものである。患者・家族参加によって期待され
る目標の一つは、病院の医療の質と安全の改善である。 

WHO 2016(9) 保健医療の安全、質、患者主体性を強化することを目指して、患者、家族、
医療者が、患者がケアに積極的に関与することを促し、支援能力を構築す
るプロセス 

Minniti, 
Abraham(IPFCC) 
2013(10) 

患者・家族中心の医療システムを達成するための戦略であり、参加は 4 つ
のレベルで行われる。(1)診療現場-患者と家族が実際のケア、治療計画、意
思決定に参加する (2)医療機関レベル-患者と家族が病院の質改善活動や
運営の再構築(redesign)に参加する (3)地域レベル-患者と家族が地域の
資源を医療組織（病院）、患者、家族と結びつける、(4)政策レベル-自治体、
地域、国レベル 

 
（２）患者諮問委員会（Patient Advisory Council）の実態調査 
患者諮問委員会の実態に関しては、PubMed 等を用いた文献調査、国際学会出席や国外研究者
との面談等を通じて情報を収集した。患者諮問委員会とは、病院の方針や各種活動に関して、病
院幹部、医療者、病院職員、患者・家族アドバイザー（Patient/Family Advisor, PFA）が協働
するために定期的に集まる公的なグループである。Herrin らの報告では 2013 年～2014 年の時
点で、米国の急性期病院の 38%に患者諮問委員会が活動している（11）。具体的な活動内容に関し、
国際学会ならびに米国病院担当者のヒアリングによって調査した。 
多くの病院では、患者諮問委員会は定例会議を開催し、医療の質・安全や、病院運営に関する
情報を収集し、提言をまとめ、年次活動報告を作成している。さらに、患者・家族アドバイザー
が患者・家族のメンターを務めたり、研究審査委員会や安全・質改善委員会に参加したり、学生
や職員への教育研修を担当したり、多様な活動を行っている。代表的な例を 2 つ示す（2019 年
時点）。エモリー大学は 100 の委員会があり、ICU 看護師の共感研修、ベッドサイドでの申し送
り改善と研修、救急外来のプロセス改善、病院視点から患者視点の癌治療、院内感染の軽減、等
を行っている。ノースカロライナ大学病院には 9つの委員会があり、委員総数は約 100 名。薬学
部、医学部学生に対する講義（患者経験、悪い知らせの伝え方）、小児 ICU 入院中の親との昼食、
夕食会、リハビリテーションのプロセス改善活動、等を実施している(12)。 
各種団体が患者諮問委員会の活動を支援している。米国政府の AHRQ は、病院が患者諮問委員
会を設立するにあたっての支援資料を提供している(13)。米国病院協会も「患者諮問委員会青写
真：スタートアップと戦略」を提供している(14)。 
全国の患者諮問委員会のネットワーク（The PFA network）も構築されており、定期的な会合、
情報交換、研修教育の提供などを行っている(15)。 
 国内施設対象のアンケート調査では、311 施設から回答が得られた（WEB 回答 98、郵送 213 施
設）。WEB 回答施設のうち 1施設のみが「患者家族アドバイザリー会議」を開催していた。 



 
（３）わが国における患者の医療への参加度 
 WEB 調査によるアンケート調査を実施し回答を得た。海外の慢性腎臓病・透析患者とわが国の
患者の参加度の比較を解析している。 
 
（４）患者のカルテ閲覧に関する医療者の意識調査 
 医師 440 人から回答を得た。医師の経験年数は 11年以上が 386 人（87.7%）を占めた。カルテ
閲覧に総論賛成であると回答したのは 230 人（52.3%）であった。検査結果や画像・病理診断報
告書を患者が閲覧することに問題ないとの回答は約 8 割を超えていた。なお、2019 年に群馬大
学病院が入院患者に対しカルテ閲覧制度を開始した時点の病院職員へのアンケートでは 52.4％
が総論賛成と回答している。 
（５）IC ならびに共同意思決定の教育プログラム開発 
・医療者に対するＩＣ教材の作成。米国医療研究質庁（Agency for Healthcare Research and 
Quality、AHRQ）が開発した「インフォームド・コンセントをインフォームド・チョイスに」研
修教材ならびに指導者ガイドの日本語版を作成した。それらを参考に、日本の医療者が活用でき
るインフォームド・コンセントとティーチバックの教育動画を作成した。 
・共同意思決定（Shared Decision Making）の教科書出版の一部を担当した(18)。共同意思決定
の話し合いでは、医学的情報を伝えるだけでなく、患者の価値観、選好、懸念事項を引き出すこ
とが重要であるが、医療者はわかりやすく伝えようとするあまり、一方的な説明になりがちであ
る。これらの課題に気づき、その後のコミュニケーション改善につなげるための、医師、看護師、
患者、家族役を交互につとめるロール・プレイ研修を開発し、実施方法を教科書で公開した。 
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